
　「いま『協同』を拓く2000全国集会」の準備が

佳境を迎えています。私自身が、この準備の過

程でいろんなことを考えさせられているのです

が、「労協新聞」10月25日号に書いた原稿に加

筆して、研究所たよりにさせて頂きます。

これまでの集会で得たもの

　7回の協同集会を通じてなしえたことは大き

く3つあります。ひとつは、1987年にはじまっ

た当時は、ほとんど「労働者協同組合」を知る

人がいなかった時代ですが、初めて、働く者の

協同組合が日本の中で生まれていること内外に

示した集会でした。その成果のひとつが92年の

ICA（国際協同組合同盟）の加盟に結びつてい

ます。二点目は、NPOが話題になるずっと前か

ら、非営利・協同の働き方が各地に広がり、地

域の中で力強く活動を行っている事実を発掘し

てきた集会だったということです。濃淡はあり

ますがそのネットワークを作ってきました。三

点目は、これが一番重要だと思うのですが、協

同組合は単に流通事業を担うだけではなく、働

くことを通して地域の多様な必要に応えること

ができる存在であることを、諸外国の経験も含

めて示してきたことだと思っています。

今回の集会の意義

　そして、これまでの協同集会がどちらかとい

えば学び合い交流しあうことが中心であったの

ですが、それと比較して今回の集会は次のよう

な3つの特徴をもっています。ひとつは、労協

が高齢者協同組合の組織化と福祉活動を通じて

地域と出会い、協同組合と協同労働に確信をも

って迎える集会だということです。労協クラブ

の広がりとも合わさって、労協運動の実績と可

能性が積極的にアピールされる場となるでしょ

う。二つ目は、市民事業（コミュニティビジネ

ス）を地域にもっと広めるために「協同労働の

協同組合法」という立法政策を掲げていること

です。このような政策をはじめて私たちが掲げ

てのぞむ集会です。25日の午前中には「法制の

ための市民会議」も設立され、各党の政策担当

の関係者も同時に参加されます。三つめは、集

会全体が、「協同が息づく地域杜会」の建設の

ための政策を探る集会になるということです。

明日から役立つ実践的政策をこの集会で学ぶこ

とになると思います。そのために、政府、白治

体関係者の方々の集会参加にも取組んでいま

す。

みんなで創る集会に

　大事なことは、集会の意義を自分の仕事、自

分の関心、そして事業所やブロックの仕事、関

心にひきつけて、それぞれがどう関わるかを主

体的に考えて行動することだと思います。そう

すれば、取組んだ人の数だけ知恵があつまり、

良い集会が実現できると思います。狭い実行委

員会や事務局の知恵の範囲で終わらせないよう

にしたいと思います。今回の集会は、表題もこ

れまでの「協同を問う」から「協同を拓く」に

改めました。21世紀を展望し、本当に『協同』

が息づく地域をつくろうという心意気をもっ

て、協同集会を成功させましょう。

　　　　　　　　　　　　　　　坂林哲雄
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